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Ⅲ 考察 
１．地域における取り組み 
今回得られた宮古島市の統合データから、宮古地区全体および各地区の傾向や健康課題を把

握する事ができました。働き盛り世代の多い協会けんぽのデータを統合することで、国保デー

タだけでは見えにくかった若い世代の健康課題が明らかとなり、職域との連携の必要性を再認

識することができました。 
宮古島市では、統合データの結果について、健康増進計画推進会議や食育推進会議において

報告をおこなっており、市の現状や課題を共有する場面において活用しています。（参考資料 5 
P68 写真１、２）また、結果から明らかとなった各地区の傾向や健康課題を住民に還元するこ

とで、住民の意識付けにつながり、地域の商工会議所や婦人会が健康づくりに関心を持ち始め

ています。この意識を大切にしながら、地域住民と行政が一緒に継続して健康づくりに取り組

むことが重要であると考えます。 
今回、データ統合・分析に協力頂いた琉球大学のゆい健康プロジェクトは、沖縄県の委託を

受け、学校への食育と地域への健康づくりプログラムを連動して進めることで、県民の肥満・

食塩摂取・高血圧罹患率等を低減させるシステムを確立することを目指し、事業を実施してい

ます。ゆい健康プロジェクトにおいても、今回の宮古島市の統合データの結果を、地域におけ

るセミナーや勉強会の場で活用しており、ソーシャルキャピタルの醸成につなげています。（参

考資料 5 P69 写真３） 
宮古保健所では、宮古地区保健医療協議会や宮古地区地域・職域連携推進会議、沖縄県公衆

衛生学会において統合データの報告をおこない、関係者と宮古地区の健康課題を共有すること

ができました。（参考資料 5 P66,67）また、地域・職域連携推進会議の作業部会において、

宮古地区の課題整理をおこなう際の基礎資料として活用し、グループワークの中で、現状を踏

まえた課題の抽出と解決策についての議論をおこなうことができ、住民のあるべき姿に向かう

ための対策を検討することができました。（資料 5 P69 写真４）次年度は、より効果的効率的

な保健事業の実施にむけて、関係者と協働で取り組んで参ります。 
 
２．今後の課題 
今回は、高血圧・糖尿病といったアウトカム疾患を設定した上で、生活習慣病に関する項目

を抽出し、宮古島市の健康実態を明らかにしました。今後は、危険因子間の関連性の検討や、

治療中の方のコントロール状況についても検討していく必要があります。また、地域の健康状

態を分析する上で、単年度のデータ統合のみならず、経年的にデータを蓄積し分析していくこ

とが重要です。さらに、市町村国保と協会けんぽのみならず全保険者のデータを統合し、宮古

地区ひいては沖縄県全体の健康課題を分析していく仕組みづくりが重要であると考えます。  
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    Ⅳ 参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

統合した健診データによる宮古島市の健康実態分析事業 実施要綱 

 
目的 
宮古島市民の健康状況が県内でも突出して悪い状況にあることが複数の報告において 

指摘されている。市民の健康の実態を総合的に把握するため、保険者ごとに実施されてい

る特定健康診査（生活習慣病予防健診）のデータを統合して分析し、今後の対策の基礎資

料とする。 

 
 
事業実施主体  
 宮古保健所 
 
 
分析対象 
 平成 23 年度に宮古島市国保、全国健康保険協会沖縄支部において実施した健診で宮古島

市に住所を有する受診者の結果 
 
 
方法 

(1)データの収集手続き 
①宮古福祉保健所が、協会けんぽ(沖縄支部)加入者(宮古島市)の健診個別データ提供を

協会けんぽへ依頼する。 
②宮古福祉保健所が協会けんぽデータを受領し、琉球大学分析担当者へ送付する。 
③宮古島市は、国保加入者の健診個別データ（宮古島市国民健康保険課保有資料）を 
琉球大学分析担当者へ送付する。 

④宮古島市は、40 歳未満の健診個別データ（宮古島市健康増進課保有資料）を 
琉球大学分析担当者へ送付する。 
⑤本事業に関する市の窓口は、宮古島市健康増進課とする。 

 
(2)収集するデータの項目 （協会けんぽ、国保の共通項目） 
・個人情報を除く、連結不可能匿名化データとして下記の項目のデータを収集する。 

① 性、年齢、住所（行政区別） 

② 問診項目（22 項目） 
③ 検査項目      

 

参考資料１ 
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データの分析 
 平成 24 年度より 3 年計画で沖縄県が琉球大学に委託して実施している「健康行動実践

モデル実証事業（ゆい健康プロジェクト）」を、宮古島市において実施する事業の一環と

して行う。 

分析担当者：琉球大学法文学部准教授 白井こころ 

 
 
分析項目等に関する検討 
  分析項目等について琉球大学白井准教授、宮古島市、宮古福祉保健所で協議する。 
 
 
分析結果の活用、公表 

分析結果は、宮古地区地域・職域連携推進協議会において報告、検討するほか、宮古

島市の啓発資料に使用する。 
また平成 26 年度に実施予定の「健康行動実践モデル事業」において使用する。 

 
 

 
附則 

 この要綱は、平成 25年 9月 10 日から施行する。 
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指標の定義 
 
 
「都道府県健康増進計画改定ガイドライン（平成 19 年 4 月 厚生労働省健康局）」より 

指標 定義 
肥満者 ①BMI25 以上で腹囲男性 85ｃｍ以上、女性 90ｃｍ以上 

②BMI のみ 25 以上 
③腹囲のみ男性 85ｃｍ以上、女性 90ｃｍ以上 

糖尿病有病者 空腹時血糖 126mg/dl 以上、または HbA1c6.1 以上、 
もしくはインスリン注射または血糖を下げる薬服用者 

高血圧症有病者 収縮期血圧が 140mmHg 以上、 
または拡張期血圧が 90mmHg 以上の者 
もしくは、血圧を下げる薬服用者 

脂質異常症有病者 中性脂肪 150mg/dl 以上、 
または HDL コレステロール 40mg/dl 未満、 
または LDL コレステロール 140mg/dl 以上、 
もしくはコレステロールを下げる薬服用者 

 
 

 

 

 

 

 

 

参考資料２ 
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宮 保 第 １０９０号 
平成 25 年 9 月 10 日 

全国健康保険協会沖縄支部 
 支部長 宮城勝 殿 

沖縄県宮古保健所 
所長 仲宗根正  

 
生活習慣病予防健診の個別データの提供について（依頼） 

 
 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
 平素より当所の保健事業につきましては、ご理解ご協力を賜り感謝申し上げます。 
 さて、保健所では、地域保健と職域保健の健康課題を検討する目的で、「宮古地区地域・職域連携推進

協議会」を開催し各機関で健康づくりを推進しているところです。 
 一方、近年の宮古地区の健康状況は、県内でも突出して悪い状況にあります。そこで、市民の健康実

態を、各保険者で実施されている健診結果と統合して把握し、さらなる対策の強化を図るため、別添の

実施要綱に基づき事業計画しています。 
 つきましては、宮古島市に住所を有する協会けんぽ加入者の生活習慣病予防健診の個別データをご提

供頂きますようお願い致します。 
 ご多忙の折恐縮に存じますが、趣旨をご理解頂きご協力をよろしくお願い申し上げます。 
 

記 
   
  １．提供データを使用する業務の根拠法令 
          ： 地域保健法第 4 条の基本方針の第 6 の 4 
            健康増進法第 9 条の健康診査等指針の第 3 の 7 
 
  ２．対象    ： 宮古島市に住所を有する平成 23 年度生活習慣病予防健診受診者 
 
  ３．データ項目 ： 性別、年齢、 
            住所（行政区分）…別紙１ 
            問診結果    …別紙２ 
            健診結果    …別紙３ 
           （詳細については別紙をご覧下さい） 

 
宮古保健所 健康推進班 
ＴＥＬ：0980－73－5074 
ＦＡＸ：0980－72－8446 

参考資料４ 
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平成 26 年 2 月 7 日（金） 宮古毎日新聞 掲載 

参考資料５ 
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平成 26 年 2 月 7 日（金） 宮古新報 掲載 
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【写真１】宮古島市健康増進計画推進会議（H26.3.19） 

 
 
 

【写真 2】宮古島市食育推進会議（H26.6.6） 

 
 
 

参考資料５ 
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【写真３】ゆい健康プロジェクト地区説明会（腰原地区）（H26.6.29） 

 
 

【写真 4】地域・職域連携推進会議 作業部会（Ｈ27.2.13） 

 

69



統合した健診データによる宮古島市の健康実態分析事業の経過 
年月日 内容 参加者 

H25/9/5 ○調整会議 
 （事業の趣旨・方法、健診データ提供について） 

保健所 3 人 
宮古島市 2 人 

H25/9/18 ○ゆい健康プロジェクト事業説明会 琉球大学 5 人 
保健所 3 人 

H25/10/9 ○保健所と協会けんぽ覚書締結（データ受け取り）  

H25/10/16  ○調整会議 
 （事業実施要綱、データ抽出方法・項目等について） 

保健所 4 人 
琉球大学 3 人 
宮古島市 2 人 

H25/10/16 ○健康づくり研修会 
 講話「地域の力でよみがえれ健康長寿の宮古島」 
 講師：琉球大学 法文学部 白井こころ准教授 

宮古管内のチャーガ

ンジュー応援団 39 人 

H25/12/12 ○宮古島市特定健診解析報告 
 （国保・社保の統合データ結果報告会） 

保健所 5 人 
琉球大学 1 人 
宮古島市 3 人 

H25/12/18 ○ゆい健康プロジェクト事業説明会 琉球大学 3 人 
宮古島市 13 人 
保健所 1 人 

H26/2/6 ○統合データ報告 
 （保健所：宮古地区保健医療協議会にて一部報告） 

委員 12 人 

H26/3/19 ○統合データ報告 
 （市：宮古島市健康増進計画推進会議にて一部報告） 

委員 18 人 

H26/6/6 ○統合データ報告 
 （市：宮古島市食育推進会議にて一部報告） 

委員 18 人 

H26/6/30 ○調整会議 
 （事業経過と今後の活用について） 

保健所 5 人 
琉球大学 4 人 
宮古島市 4 人 

H26/8/15 ○統合データ報告 
 （保健所：地域・職域連携推進会議にて一部報告） 

委員 12 人 

H26/10/28 ○統合データ報告 
（保健所：沖縄県公衆衛生学会にて一部報告） 

 

H27/2/13 ○統合データ結果を基礎資料としてグループワーク 
 （保健所：地域・職域連携推進会議作業部会にて活用） 

作業部会員 9 人 

 

参考資料６ 

70



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

統合した健診データによる 
宮古島市の健康実態分析事業報告書 

 
平成 27 年 3 月発行 

 
発行元  沖縄県宮古福祉保健所 

         〒906－0007 
      沖縄県宮古島市平良字東仲宗根 476 

TEL 0980－73－5074 
FAX 0980－72－8446 


